

































































































































































































RS名 在籍者数 回答者 回収率（%） RS名 所持 非所持 合計 所持率（%）
A-RS 30 0 0 B-RS 7 13 20 35
B-RS 68 20 29.4 C-RS 8 7 15 53.3
C-RS 68 15 22.1 D-RS 10 45 55 18.2
D-RS 95 55 57.9 K-RS 10 16 26 32
E-RS 37 0 0 H-RS 8 17 25 38.5
F-RS 7 0 0 L-RS 17 5 22 77.3
G-RS 31 0 0 合計 60 103 163 36.8
H-RS 61 26 42.6 χ２=25.76　df=5　***p<.001
I-RS 25 0 0
J-RS 18 0 0
K-RS 33 25 75.8
L-RS 40 22 55














所持者 未所持者 計 所持率 (%)
1年生 4 4 8 50
2年生 5 5 10 50
3年生 3 19 22 13.6
4年生 5 25 30 16.7
5年生 17 27 44 38.6
6年生 26 23 49 53.1





所持年数 年齢 学年 ラグビー歴
MG装着者
n=28 Mean±SD 1.5±1.24 9.8±1.60 4.2±1.63 3.8±2.24
非装着者
n=32 Mean±SD 0.8±1.03 １１±1.36 5.2±1.36 4.2±2.48
t値 2.35* －3.087** －2.543** －0.641



















ＣＭＧ 　n=32 Mean±SD 10.8±1.07 5.2±0.97 4.8±2.16
既製品 n=25 Mean±SD 9.9±2.03 4.2±2.03 2.9±2.16
t値 2.116* 2.408* 3.237**




装着 21 7 28





MG所持者n=60 Mean±SD 10.4±1.61 4.7±1.58 4.0±2.40
不所持者n=103 Mean±SD 9.9±1.43 4.3±1.34 4.1±2.20


















受傷者 男 女 合計
2年生 3 　 3
3年生 3 　 3
4年生 3（1） 　 3
5年生 12（3） 　 12








未装着 32 71 103





受傷者　n=33 Mean±SD 10.4±1.44 4.8±1.27 4.9±2.53
無傷者 n=130 Mean±SD 10.0±1.51 4.4±1.47 3.9±2.15













RS名 負傷者 無傷者 合計
B-RS 6 14 20
C-RS 3 12 15
D-RS 4 51 55
H-RS 8 18 26
K-RS 5 20 25
L-RS 7 15 22
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〔抄　録〕
千葉県下には12のＲＳがあり，就学前の児童や小学生及び中学生がそれぞれのＲＳに
所属し，およそ週一回ラグビーを行っている。ラグビーはタックル等の身体接触を伴う競
技であり，安全にプレーするために中学生・高校生はＭＧを装着することが義務化されて
おり，小学生高学年（5・6年生）に対して大いに奨励されているが，その普及率及び装着率
についてはそれほど高まっているとは思えない状況である。本調査は千葉県下のＲＳの小
学生を対象にＭＧの普及率及び装着率のアンケート調査を行い，在籍している小学生513
名中163名からの回答を得た。
ＭＧ所持者は60名（36.8%）であり，試合でのＭＧ装着者は28名（47.7%）であった。装着
者は非装着者に比べＭＧ所持年数が長く，高学年になると装着しない傾向がみられる。し
かし，高学年及びラグビー歴の長い者ほどＣＭＧを所持している。ＭＧ所持者60名のうち
32名（53.3%）はＣＭＧを所持しており，その装着者数21名（65.6%）であり，また試合時に
おけるＭＧ装着者の75％を占めている。
口腔領域の外傷既往は29名，脳震盪既往は5名であるが，1名が重複して受傷している
ので既往者数は33名である。これらの内でＭＧ装着者は1名であり，他の32名は受傷時に
ＭＧを装着していなかった。またＭＧを所持しているが，受傷時に装着していなかった者
が8名であった。ＭＧ装着と受傷の関係を見ると，6年生受傷者10名の内5名はＭＧを所
持しているも装着していなかった。
以上のことから，ＭＧ装着の効果は口腔領域の外傷防止に極めて有効であることが推測
でき，ＣＭＧの使用を強く推奨するものである。安全で楽しいラグビーの普及には，各Ｒ
Ｓ指導スタッフの選手及び保護者への根気強いＣＭＧ装着への取り組みが重要であると考
える。
